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からの批判に関しては、武田 1999 参照。 
4  意識の自覚的部分（自我）が脳内に占める領域がいかに小さいか、また、われわれが意識するのは、脳が実







































































































































2002、特にその第 3,4,5 章を参照）。 
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10 志向性など意識の能動性に関する心の唯物論の議論は、武田 1997a、1997b を参照。 
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